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⚑）「担保権，動産にも設定」日本経済新聞朝刊（2019 年 9 月 6 日）1頁。
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第⚑に，動産の担保価値の有効活用が阻害される。例えば，債務者Ｓが所有
する 5000 万円の機械を担保として，債権者 G1が 2000 万円を融資したという
場面を考えてみよう。この場面で，後順位担保権の設定が認められるとすれ



























































ものであると説明している（宮坂昌利「本件判解」ジュリスト 1336 号 107 頁（2007 年））。
⚕） 松岡・前掲注 2）337 頁。
⚖） 宮坂・前掲注 4）107 頁。
⚗） 公益財団法人商事法務研究会「動産・債権を中心とした担保法制に関する研究会」（以下で
は，「担保法制研究会」として引用する）における研究会資料及び議事録を参照して紹介する。


























⚘） 後順位担保権者の問題について検討したものとして，担保法制研究会の第 3 回資料がある
（https://www.shojihomu.or.jp/documents/10448/8432454/0416kenkyukai-siryou3.pdf/959d0da2-
1e95-437c-a3e4-b02b451df175）。
⚙） 担保法制研究会第 7 回資料 9 頁（https: //www. shojihomu. or. jp/documents/10448/
8432454/0912kenkyukai-siryou7r.pdf/6 1514fe8-8bb4-4143-b48c-dbcacc6ebe8d）参照。































るとの指摘がある（森田修「UCCにおける担保物記載と倒産法」金融法研究 28 号 31 頁（2012
年），同「UCC における担保物記載と倒産法」池田真朗・中島弘雅・森田修編『動産債権担保
比較法のマトリクス』（商事法務，2015 年）47 頁）。






















13） 本文中の具体例については，James J. White/Robert S. Summers, UNIFORM COMMERCIAL
CODE 6th ed., Thomson Reuters（2010）, p.1189 を参照した。




（White = Summers, supra note 13, pp.1189-1190）。
15） § 9-108 のオフィシャルコメント 2。
16） UCC第 9編のファイリングについては，第 5章（101 頁以下）を参照されたい。
17） § 9-521 には，与信公示書のモデルが掲載されており，アメリカの各州は，これに準拠して
与信公示書のフォームを設定している。































19） 森田・前掲注 11）87 頁以下，角・前掲 114 頁。





リストを請求することができる。すなわち，UCC 第 9 編の規定によれば，債
務者は，署名された記録（authenticated record）によって，担保権者に，自ら
が担保目的物であると信じる物のリストを送り，それを承認するか訂正するか

















































そのため，UCC 第 9 編においては，与信公示書に債務者名が正確に記載さ
れることが重視されている。すなわち，§ 9-506 ⒜は，「UCC第 9 編第 5章に
20） § 9-339 のオフィシャルコメント 2。
21） White = Summers, supra note 13, p.1154.
22） LynnM. LoPucki/Elizabeth Warren/Robert M. Lawless, SECURED TRANSACTIONA SYSTEMS
APPROACH 8th ed., Wolters Kluwer（2016）, p.297.
23） White = Summers, supra note 13, pp.1224.





























25） LoPucki et al., supra note 22, p.307.
26） 多くの州は，IACA（International Association of Commercial Administration．各州の登記
官（filing officer）をそのメンバーに含んでおり，ファイリングオフィスについてのモデルルー
ルの作成等を担っている）の管理に関するモデルルールを採用しており，それに従った検索方























提として，まずは，UCC 第 9 編が規定する担保権実行手続の概要を紹介して
おきたい。なお，手続の概要については，合わせて【図 1】を参照されたい。
⑴ 占有の取得




































訟（action for replevin）がある（LoPucki et al., supra note 22, p.41）。
28） LoPucki et al., supra note 22, p.59.






























31） LoPucki et al., supra note 22, pp.81-82.

































33） § 9-622 のオフィシャルコメント 2。




35） § 9-609 のオフィシャルコメント 5。
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ただし，複数の担保権者による占有の取得の主張が競合した場合には，その





































Ⅳ お わ り に
⚑ UCC第 9編における後順位担保権者
以上では，UCC 第 9 編においては，後順位担保権者による担保権の設定も
その実行も否定されているわけではないことをみた。










































































※本稿は，JSPS 科研費 19H01431 の助成を受けた研究成果の一部である。
以上
39） 角・前掲 202 頁。
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